
「北部地区研究会目録講習会」
開催における事例発表

平成21年度 NACSIS-CAT/ILLワークショップ
【目録業務のマネージメント】

福岡県・佐賀県大学図書館協議会

九州女子大学・九州女子短期大学附属図書館
主査 矢崎美香

『目録業務におけるスキル継承への取り組み』
平成21年度12月2日(水) 13：30-14：30

～目録講習会をとおして



平成18年度 第2回研究会 2006年12月8日(木)
「目録所在情報サービスを対象とする講習会等に関する
検討ワーキング・グルー プ活動状況報告」を研究会に

おいて発表

１． 「北部地区研究会目録講習会」
開催までの経緯

『目録所在情報サービスを対象とする講習会等に関する検討ワーキング・グループ最終報告書』

教育研修事業 NACSIS-CAT/ILL関連 平成19年度の取り組み状況

(1)「目録所在情報サービスを対象とする講習会等に

関する検討ワーキング・グループ」の活動報告



平成19年度 第1回研究会 2007年7月4日(水)
協議事項において「北部地区加盟館における目録

講習会計画について」 加盟館大学図書館から提案

平成19年度 第2回研究会 2007年10月19日(金)
「目録講習会計画アンケート」実施

アンケートの結果を受け小委員会発足を決議

１． 「北部地区研究会目録講習会」
開催までの経緯

(2)「北部地区加盟館における目録講習会計画に
ついて」加盟館から提案

(3)「北部地区研究会目録講習会計画アンケート」実施



平成19年度 第1回 「目録講習会開催に伴う小委員会(仮称)」
2007年11月15日(木)においてメンバー選出、提案書を作成。

委員会名称を「福岡県・佐賀県大学図書館協議会

北部地区研究会目録小委員会」

講習会名を「北部地区研究会目録講習会」と決定

１． 「北部地区研究会目録講習会」
開催までの経緯

(4)北部地区研究会にて小委員会発足、提案書を作成

(5)「福岡県・佐賀県大学図書館協議会北部地区研究会
目録小委員会」始動

目録小委員会メンバーは、提案館の九州国際大学を主に

九州共立大学、西日本工業大学で委員選出始動



平成19年度 第3回研究会 2007年12月11日(火)
継続的に講習会を開催するために目録小委員会のメンバー構成に
ついては、当該年度の第2(3)回研究会において呼びかけを行い、

次年度第1回研究会において選出決定

(6)「北部地区研究会目録小委員会」の継続的な
運営指針決定

(7)「福岡県・佐賀県大学図書館協議会
北部地区研究会目録講習会要綱(案)」作成

平成19年度 第2回 目録小委員会 2008年3月6日(木)

平成20年度第1回研究会に向け「福岡県・佐賀県大学図書館協議会

北部地区研究会目録講習会要綱(案)」作成。実施に向け指導

１． 「北部地区研究会目録講習会」
開催までの経緯



平成20年度 福岡県・佐賀県大学図書館協議会[加盟館40館]
総会 2008年5月29日(木)
「北部地区研究会目録講習会」の開催を広報

平成20年度 第1回研究会[加盟館14館] 2008年6月5日(木)
「福岡県・佐賀県大学図書館協議会北部地区研究会

目録講習会要項」を決定

「北部地区研究会目録講習会」の開催を広報

１． 「北部地区研究会目録講習会」
開催までの経緯

(8)「平成20年度 北部地区研究会目録講習会」の
開催案内を協議会・研究会において広報



平成20(2008)年6月24日(火)
「北部地区研究会目録講習会 Part1」(検索)を開催

平成20(2008)年8月27(水)－28日(木)
「北部地区研究会目録講習会 Part2」(登録)を開催

１． 「北部地区研究会目録講習会」
開催までの経緯

(9)「平成20年度 福岡県・佐賀県大学図書館協議会
北部地区研究会目録講習会」を開催



平成20年度 第3回研究会 2008年11月26日 (水)
「目録講習会計画アンケート」実施

アンケートの結果を受け北部地区研究会にて次年度の

目録講習会の開催を決定

次年度に向け「福岡県・佐賀県大学図書館協議会

北部地区研究会目録小委員会」始動

１． 「北部地区研究会目録講習会」
開催までの経緯

(10)平成21年度「北部地区研究会目録講習会」に
向けアンケートを実施、委員会始動



平成21(2009)年7月9(木)－10日(金)
「北部地区研究会目録講習会」を開催

１． 「北部地区研究会目録講習会」
開催までの経緯

(11)「平成21年度 北部地区研究会目録講習会」の
開催案内を協議会・研究会において広報

(12)「平成21年度 福岡県・佐賀県大学図書館協議会
北部地区研究会目録講習会」を開催

平成21年度 福岡県・佐賀県大学図書館協議会総会

2009年5月28日(木) 「目録講習会」の開催を広報

平成21年度 第1回研究会 2009年5月14日(木)
「北部地区研究会目録講習会」の開催を広報



目録業務のスキルアップ

業務の効率化

人脈作り

【 要 綱 】(抜粋)
１．目的

北部地区各加盟館においては、国立情報学研究所の事業へ参画し、目録業務
担当者が共通に理解しておくべき、総合目録所在データベースの構成、内容、
データ登録の考え方を修得し、各図書館員のスキルアップをも目指すものとする。

２．到達目標
目録情報の基準、コーディングマニュアル等適切な参考資料類を参照しながら、
NACSIS-CATへ所蔵登録・書誌登録・書誌修正等、目録情報入力業務を行う
ことができるようになる。

2． 「北部地区研究会目録講習会」
開催目的



目録システム講習会のノウハウ

講習会テキスト・問題集

e-Learning教材、WebUIP

目録システム講習会地域講習会のノウハウ

教材提供、 講師派遣

3． 「北部地区研究会目録講習会」
実施にあたり

(1)国立学情報研究所

(2)九州大学附属図書館図書館企画課企画係



2007年12月11日(火)
次年度開催のために研究会の中で講習会の
一部及び動向などを説明。

当日の参加者には講習会参加などの決定権を

もつ方に参加を要請

教材として国立情報学研究所のe-Learning
教材を用いて実施

4． 「北部地区研究会目録講習会」
実施形式について

(1)プレ講習会開催



平成20年6月24日(火)
「福岡県・佐賀県大学図書館協議会北部地区研究会
目録講習会第１回Part1」(検索)を開催

平成20年8月27(水)－ 28日(木)
「福岡県・佐賀県大学図書館協議会北部地区研究会
目録講習会 第１回Part2」(登録)を開催

4． 「北部地区研究会目録講習会」
実施形式について

(2)平成20(2008)年度 「目録講習会」

講習会開催にあたり試行というのもあり【検索】のみを1日おこなった。

その結果を受けNIIの目録講習会の日程の残り2日分を後日行った。



4． 「北部地区研究会目録講習会」
実施形式について

(3)平成21(2009)年度 「目録講習会」

平成21年7月9日(木)－10日(金)
「福岡県・佐賀県大学図書館協議会北部地区研究会

目録講習会」を開催

前年度の講習会のアンケートを受け、開催日数を
2日と研究会において決定されたためNIIの目録

講習会の日程を2日に短縮して行った。



目録講習会受講に際して事前に NACSIS-CAT/ILLセル
フラーニング教材(RENANDI) を使用して自学学習を行う

セルフラーニング教材学習終了時に「事前学習修得テス
ト」を行う

事前学習修得テストの結果により、受講生本人が目録に

関する知識を確認することができた

講師は受講前の受講生の基礎知識を計ることができた

(1)教材について

5． 「北部地区研究会目録講習会」
実施内容

① NACSIS-CAT/ILLセルフラーニング教材



① NACSIS-CAT/ILLセルフラーニング教材

(RENANDI)



(1)教材について

5． 「北部地区研究会目録講習会」
実施内容

②講習会用総合目録データベース

教育用サーバーを使い入力規則などを説明

実習・演習を行う（WebUIPを使う）

③冊子教材(テキスト・課題集)

国立学情報研究所から目録講習会用テキスト
および課題等を提供してもらう。



講習会用総合目録データベース
(WebUIP)



(1)教材について

④開催大学の
講習会用ホームページ

5． 「北部地区研究会目録講習会」
実施内容

国立学情報研究所の

講習会サイトにリンク

＊ ツールなど目録業務の
際に必要なサイトを講習
を行う中で説明



face to face
理解度別の対応

講習会中のフォロー

目録業務におけるウィークポイントの指摘

マニュアル・ツールの使い方

(2)集合学習について

5． 「北部地区研究会目録講習会」
実施内容

◇ 日本目録規則(NCR) ◇ 英米目録規則(AACR)
◇ 目録情報の基準 ◇ コーディングマニュアル



(1)受講者について

6． 「北部地区研究会目録講習会」
実施結果

平成20年度 平成21年度

受講者数 30名 24名

常 勤 8名 7名勤務
形態 嘱託・委託・その他 22名 17名

受講前に業務経験あり 19名 14名

目録規則の習熟度 19名 20名

目録講習会歴(図書) 4名 4名



事前学習修得テスト 1
最高点 100 平均点 90.5
最低点 40
事前学習修得テスト 2
最高点 100 平均点 91.46
最低点 68
事前学習修得テスト 3
最高点 100 平均点 92.58
最低点 70

事前学習修得テスト 1
最高点 15 平均点 13.26
最低点 9
事前学習修得テスト 2
最高点 15 平均点 13.73
最低点 12
事前学習修得テスト 3
最高点 15 平均点 13.73
最低点 12

平成20年度 平成21年度

6． 「北部地区研究会目録講習会」
実施結果

(2)事前学習の結果



セルフチェックテスト［図書検索］
最高点 100 平均点 77.31
最低点 20
セルフチェックテスト［図書登録１］
最高点 100 平均点 86.67
最低点 50
セルフチェックテスト［図書登録2］
最高点 100 平均点 91.42 
最低点 60

平成20年度 平成21年度

セルフチェックテスト［図書検索］
最高点 100 平均点 83.9
最低点 50
セルフチェックテスト［図書登録１］
最高点 100 平均点 85.7
最低点 50
セルフチェックテスト［図書登録2］
最高点 100 平均点 85.7 
最低点 50

6． 「北部地区研究会目録講習会」
実施結果

(3)セルフチェクテストの結果



適当 100％

平成20年度

平成21年度

適当 87％
早い 9％
遅い 4％

①開催時期について

6． 「北部地区研究会目録講習会」
実施結果

(4)受講後のアンケートより

②開催日程について

適当 100％

平成20年度

平成21年度

適当 43％
長い 4％
短い 52％



平成20年度 平成21年度

1回目と２回目の間が長い
時間が短い
3日間は職場を開けにくい

期間が2日間で短い
時間が短い
2日間だと講習を受けやすい
実習・演習時間が短い
時間を厳守してほしい

期間を空けることにより
内容の定着率がよい

講習日程短縮による内容の
定着率の低下→特別補講

6． 「北部地区研究会目録講習会」
実施結果



6． 「北部地区研究会目録講習会」
実施結果

(5)教材について

① NACSIS-CAT/ILLセルフラーニング教材

事前学習教材 平成20年度 平成21年度

適当 88.0% 78.3%

低い 0.0% 0.0%レベルについて

高い 12.0% 21.7%

適当 100.0% 91.3%
内容について

不適当 0.0% 8.7%

理解できた 76.9% 60.9%
理解度について

理解できなかった 23.1% 39.1%



6． 「北部地区研究会目録講習会」
実施結果

(5)教材について

① NACSIS-CAT/ILLセルフラーニング教材

修得テスト 平成20年度 平成21年度

適当 92.3% 78.3%

低い 0.0% 0.0%レベルについて

高い 7.7% 21.7%

適当 88.5% 95.6%

少ない 3.8% 4.4%理解度について

多い 7.7% 39.1%



6． 「北部地区研究会目録講習会」
実施結果

(5)教材について

① NACSIS-CAT/ILLセルフラーニング教材

セルフチェックテスト 平成20年度 平成21年度

適当 88.5% 91.3%

低い 0.0% 0.0%レベルについて

高い 11.5% 8.7%

操作方法のミス
学習時間の確保
初心者には理解しづらい

集合学習の際に理解し易い
視覚的で印象に残りやすい



6． 「北部地区研究会目録講習会」
実施結果

(5)教材について

②冊子教材(テキスト・課題集)

平成20年度 平成21年度

適当 88.5% 65.2%

低い 0.0% 0.0%レベルについて

高い 11.5% 34.8%

適当 92.7% 91.3%
内容について

不適当 7.7% 8.7%

理解できた 73.1% 60.9%
理解度について

理解できなかった 26.9% 39.1%



6． 「北部地区研究会目録講習会」
実施結果

(6)集合学習について

事前学習のテスト結果から受講生の理解できていない部分を
特に説明を加えた

平成20年度 平成21年度

適当 88.5% 52.2%

低い 0.0% 0.0%レベルについて

高い 11.5% 47.8%

適当 76.9% 78.3%

不適当 23.1% 17.4%内容について

未回答 0.0% 4.3%

理解できた 69.2% 47.8%
理解度について

理解できなかった 30.8% 52.2%



6． 「北部地区研究会目録講習会」
実施結果

理解できない部分は、セルフラーニング教材でも冊子教材でも
集合学習でもなかなか理解できない。
書誌階層、物理単位、流用、修正指針、正規化、検索用インデクス

教材のサイトが多いため操作方法についていけない受講生がいる

業務経験が豊かだと目録知識の思い込みで、講習会の内容が
理解できない



「目録講習会計画アンケート」実施

(図書コース)
○初心者コース(今年度開催内容同等)
○中級者コース(初心者コースを受講して業務に従事しているもの)

(雑誌コース)
○初心者コース(図書と同様なＮＩＩ主催の内容)

(1)「目録講習会」のニーズ

7． 「目録講習会」の
継続的運営のために



(1)「目録講習会」のニーズ

7． 「目録講習会」の
継続的運営のために

①-a 受講者の確保(図書)
北部地区研究会加盟館 協議会加盟館

平成１９年度 平成２０年度 平成２１年度

図書目録担当者数 37.7% 33.1% 31.5% 10.4%

(内正規職員) 43.5% 41.5% 38.5% 38.5%

図書目録講習未受講者数 22.1% 22.6% 22.6% 7.5%

(内正規職員) 29.6% 35.7% 28.6% 28.6%

図書目録講習修了者数 19.7% 15.3% 24.2% 5.1%

(内正規職員) 83.3% 63.2% 60.0% 63.2%



(1)「目録講習会」のニーズ

7． 「目録講習会」の
継続的運営のために

①-b 受講者の確保(雑誌)
北部地区研究会加盟館 協議会加盟館

平成２０年度 平成２１年度

雑誌目録担当者数 12.1% 23.4% 4.0%

(内正規職員) 40.0% 44.8% 40.0%

雑誌目録講習未受講者数 32.3% 33.9% 10.7%

(内正規職員) 50.0% 42.9% 50.0%

雑誌目録講習修了者数 4.8% 7.3% 1.6%

(内正規職員) 66.7% 66.7% 66.7%



(1)「目録講習会」のニーズ

7． 「目録講習会」の
継続的運営のために

②開催月・開催期間・日程

8月
6月
9月
7月

(図書)
2日間
1日間

(開始時間)
9：00

10：00
9：30

(雑誌)
2日間
3日間

(終了時間)
17：00
16：00

a.開催月 b.開催期間 c.講習会時間



(1)「目録講習会」のニーズ

7． 「目録講習会」の
継続的運営のために

③講義内容

国立情報学研究所の目録講習会と同格の内容
講習会の内容＋付加価値の内容
(業務の即戦力となるよう)



(1)「目録講習会」のニーズ

7． 「目録講習会」の
継続的運営のために

④目録担当者の養成

構成員が委託者、館員のレベル向上を目指す
図書館では研修出張は正規職員に限定
研修出張費が厳しくなり、 目録講習会に参加できない

非常勤職員には研修出張の機会が与えられていない

県域で講習会に参加できることは理想
講習会の場が増えるのは養成の場が増える
委託業者の館員に養成ができる



(2)「目録講習会」の体制・環境

7． 「目録講習会」の
継続的運営のために

①会場の確保

②開催日・開催期間・日程

講習会受講者が実習できるパソコン設置会場
インターネット環境の整っている会場

開催大学の会場使用可能な日
受講者が参加できやすい日時



(2)「目録講習会」の体制・環境

7． 「目録講習会」の
継続的運営のために

③講師の確保

④受講者へのサポート体制

北部地区研究会からの講師養成
九州大学附属図書館からの講師要請
県域からの講師要請

受講後の業務相談
サポート体制のネットワークづくり



(2)「目録講習会」の体制・環境

7． 「目録講習会」の
継続的運営のために

⑥経費の確保

⑤目録小委員会の体制

目録小委員会メンバーの確保、養成
年度ごとの組織体制の見直し

北部地区研究会の財源確保
福岡県・佐賀県大学図書館協議会からの補助
国立情報学研究所からの補助



8． 「目録講習会」の今後の課題

(3)図書館職員の人員・構成の問題

(1)地域性の問題

(2)大学規模におけるスキルの問題



◇ 人材育成

継続かつ普遍的なものであること
目録業務(データベース)の必需性

研修・講習の場をつくること
人的ネットワークを広げること
スキルの収集と発信
モチベーションとコンピテーションの維持

9．「目録講習会」の今後の展開

目録業務におけるスキル継承とは
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